
自治会役員

市民のみなさん

パイピングホール

降雨浸透

越流浸食
越流

＜越流破壊＞

＜土石流による決壊＞

＜浸透破壊＞

＜すべり破壊＞

被災形態

災害用伝言板

避難にあたって

非常持出品

②浸水想定区域などの危険な場所を確認する

長 野 市

報道機関

関係機関
 長野県警察署
 長野市消防団
 公共交通機関
 学校等必要機関

住民の皆さん

広報車
屋外拡声子局

テレビ
ラジオ等

豪雨・地震による、た
め池の決壊メカニズム

もし、ため池決
壊前兆現象を発
見したら？

日常管理
・堤体の草刈を定期的に行い、ため池のり面に
　亀裂がないか、漏水が無いか確認しましょう。
・余水吐周辺の清掃を行いましょう。(大雨時に
　ここが閉塞すると危険です。)
・年に1回はため池栓を抜き、ため池を空にして
　通常点検出来ない部分を確認しましょう。

緊急対応

みんなで災害を未然に防ぎましょう！

①自宅の位置を確認する
まず、自宅の位置に印をつけましょう。

③避難する場所を確認する

④安全な避難経路を考える

⑤災害時の対応のしかたを話し合う

⑥自分たちの目で避難経路を確認する

⑦非常持出品を準備しておく

　　              長野市農林部農地整備課
                    〒380-8512　長野市大字鶴賀緑町1613番地
                  TEL：026-224-5039　　FAX：026-224-7812

・豪雨時に大量の雨水がため
池に流入し、貯留水が堤体を
越流すると、越流水によって
堤体が浸食され非常に危険で
す。また、雨水が下流法面に
大量に浸み込むと、下流法面
が崩壊する場合があります。

・地震時には揺れによって土
の強度が低下して、法面の崩
壊や堤体の沈下により決壊す
ることがあります。

① 自身の安全を確保したのち
　　市役所に連絡をください
     【市役所：026-224-5039】

② 浸水想定区域の外へ移動
   　してください

③ 避難所へ避難してください

災害用伝言ダイヤル『171』

被災者の方
自宅の電話番号、または連絡を取りたい被災地の方の
電話番号をダイヤル
（被災者の方は積極的に安否情報を発信してください）

被災者の方
連絡を取りたい被災地の方の電話番号をダイヤル

体験利用提供日
下記日程で「171」の体験利用ができます。
●毎月１日、15日
●正月三が日(1月1日～1月3日)
●防災週間(8月30日～9月5日)
●防災とボランティア週間(1月15日～1月12日)

2人以上で避難する

長い棒を杖代わりに

ヘルメットや防災頭巾

履きなれた運動靴で
※長靴はNG！

・台風などの大雨で、水位の上昇が予想される
　場合は、ため池栓を抜き水位を下げましょう。
・決壊の恐れがある事象を確認した場合には、
『長野市』に直ちに連絡しましょう。

□ 携帯ラジオ（FM付き）
□ 帽子(ヘルメット)
□ ナイフ
□ 携帯電話と非常用充電器
□ 現金
□ 筆記用具　など

□衣類(下着・上着・靴下など)
□タオル
□テッシュ・ウェットティッシュ
□軍手・雨具・ビニール袋
□メガネ・入れ歯
□生理用品・紙おむつ　など

□ばんそうこう・包帯
□三角巾
□消毒液・傷薬
□目薬
□常用薬
□健康保険証・処方せんの写し

□食料（チョコレート・クラッカー・
　　　　　　缶詰・レトルト食品など）
□飲料水
□各ご家庭の状況により必要な
　 もの
   乳幼児向けの粉ミルクなど

□ 懐中電灯
□ 予備の電池
　　　　　　（多めに用意しておく）
□ ロウソク
□ ライター　など

長野市ため池ハザードマップ ハザードマップ
の使い方

避難の心得 情報伝達経路
　いざ避難となった時に、慌てず行動できる様に「避難にあたっ
て」や「非常持出品」を参考に準備をしておきましょう。また配
布されている「長野市防災マップ」にも様々な災害時の情報が記
載されています。参考にしてください。

　長野市では、災害に関する的確な情報を収集・分析し情報提供
をします。なお、長野市からの情報より早く災害が発生する可能
性もあります。危険を感じたら早めに避難することを心がけてく
ださい。


